
〈モーツァルト：オペラ「魔笛」ハイライト（原語上演・ナレーション付）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１幕】 

時は古代、舞台はエジプトで架空の世界。王子タミーノは岩山で大蛇に襲われ気を失いますが、「夜の女王」配

下の３人の侍女達が彼を助けます。それなのに、鳥の狩猟中にたまたま通りかかったパパゲーノが、助けてやった

のは自分だと嘘を付きました。パパゲーノは侍女達によって、口に錠を掛けられてしまいます。 

王子タミーノは、侍女達から女王の娘パミーナの絵姿を見せられ一目惚れします。女王は、悪人ザラストロに捕ら

えられた娘を救い出してくれれば、娘を王子に与えると約束しました。王子は侍女達から「魔法の笛」を受け取り、

ザラストロの神殿に行くことにします。一方、口の錠前を外してもらえたパパゲーノも成り行きで王子について行

くことになり、「魔法の鈴」を受け取りました。 

ザラストロの神殿で離ればなれになってしまった王子タミーノとお供のパパゲーノ。パパゲーノが先にパミーナを

見つけました。その後、魔法の笛と鈴の力で導き合ったタミーノとパミーナは、ザラストロの前でついに対面。お

互いを運命の人だと思います。 

実はザラストロは悪人ではなく偉大な祭司で、世界征服を企む夜の女王の邪悪な野望の犠牲とならないようにパミ

ーナを保護していたのでした。 

【第２幕】 

ザラストロはタミーノに、パミーナを得るための試練を授けます。ついでにパパゲーノも恋人を得るために試練

を受けることになりました。まずは「沈黙」の試練。沈黙するタミーノに、事情を知らないパミーナは深く悲しみ

ますが、立派に耐え抜きます。次の「火」の試練、「水」の試練は、タミーノとパミーナの二人で「魔法の笛」の

力を借りて乗り越えました。 

一方のパパゲーノはというと、辛抱するのは大嫌いで、試練から脱落してしまいます。それでも「魔法の鈴」の力

を借りて、とうとう若い娘パパゲー“ナ”と出会い、恋人になりました。 

さて、こうなってしまっては夜の女王も黙っていられません。侍女達とともに、自らザラストロの神殿に侵入を試

みます。しかし、雷に打たれ闇夜に落ちていきました。 

ザラストロは試練に打ち勝ったタミーノ、パミーナたちを祝福して太陽神の子オリシスとイシスを讃えたのでした。                               

（本日の出演者と曲目は裏に） 

------------ 

クラシック音楽「名曲」の解説と名盤(Musica Classica)及び 2005-2023 Yusuke Kamiki から引用 



〈モーツァルト：オペラ「魔笛」ハイライト（原語上演・ナレーション付）〉 

総監督・指揮  ：岸本祐有乃 

演出   ：浪川佳代 

ザラストロ（B） ：高崎翔平 

夜の女王（S）  ：藤原優花 

タミーノ（T）  ：後田翔平 

パミーナ（S）  ：渡邊仁美 

パパゲーノ（Br） ：菅谷公博 

パパゲーナ（S） ：岡田美優 

ナレーション  ：浪川佳代 

丸の内交響楽団/丸の内フェスティバルシンガーズ 

 

【1 幕】 

・ 序曲 

・アリア 「俺は鳥刺し」（パパゲーノ） 

・アリア 「この肖像はあまりにも美しい」（タミーノ） 

・レチタティーヴォとアリア「おお、おそれおののかなくてもよいのです、わが子よ！」（夜の女王） 

・お前の不思議な音はなんと強いものではないか （タミーノ） 

・ザラストロ万歳～徳性と正義が （合唱） 

【2 幕】 

・合唱付きアリア「おお、イシスとオシリスの神よ」（ザラストロ、合唱） 

・クインテット 「どうしてあなたがたがこんな恐ろしいところにいるなんて？」 

（3 人の侍女（合唱）、タミーノ、パパゲーノ） 

・アリア「復讐の炎は地獄のように燃える」（夜の女王） 

・アリア「この聖なる殿堂では」 （ザラストロ） 

・アリア「ああ私にはわかるわ、消え失せてしまったことが」（パミーナ） 

・神官たちの合唱:「おお、イシスとオシリスの神よ、なんというよろこび！」(合唱） 

・アリア「娘っ子かかわいい女房がひとり」（パパゲーノ） 

・フィナーレ「私のタミーノ！おお、なんという幸せ！」（パミーナ、タミーノ） 

・フィナーレ「神々よ！なんという瞬間でしょう！」 

～「耐え抜いた、試練に勝った気高い二人よ」（パミーナ、タミーノ、合唱） 

・フィナーレ「パ・パ・パ」（パパゲーノ、パパゲーナ） 

・フィナーレ「太陽の光は夜を追い払い」（ザラストロ、合唱） 


